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近畿地方中北部における臨時地震観測

Temporary earthquake observation in northern part in the Kinki region
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１．はじめに
 日本列島で最も活断層が集中している地域のひとつである近畿地方中北部のひずみ集中帯にお
いて稠密地震観測を行い、ひずみ蓄積に影響を及ぼす不均質構造を検出し、ひずみ蓄積と地震発
生メカニズムとの関連を明らかにすることが本計画の目的である。
本計画は、地震調査研究推進本部の委託業務「ひずみ集中帯の重点的調査観測・研究」の一貫と
して行われ、ひずみ集中帯の活断層及び活褶曲等の活構造の全体像を明らかにし、震源断層モデ
ルを構築することにより、ひずみ集中帯で発生する地震の規模の予測、発生時期の長期評価、強
震動評価の高度化を目指すものである。2008年11月からの観測データを基に、評価を行った。
それは、観測機器の評価、処理システムの評価、データの評価の3点から行うものとし、技術的
な面からのアプローチをした。
２．観測点と現在までの履歴
 08年11月より、観測点118点でデータ処理を行っている。これまでに45点のオフライン観測点
のデータを５回回収した。新規開発した計測システムであることや多くの点で臨時観測を行って
いるだけに、いろいろなトラブルがあったが、ようやく落ち着いてきた感がある。
３．観測機器について
地震計KVS-300とデータロガーEDR-X7000を利用し、最大半年間のメンテナンスフリーによる
機器のメンテナンス性、欠測率、時刻精度を評価した。
４．データ収録・解析システム
 データの質を評価するために、ノイズレベルモニタ･地動モニタを起動させた。これを監視す
ることにより、メンテナンス性を上げたので報告する。
５．さまざまなトラブル対応
多点・長期間の地震観測のため、設置・メンテナンス及び処理システムに、トラブルが多々あっ
た。そのトラブルについて例をあげて紹介する。
６．今後の予定
 今年さらに約50点の増設を計画中であり、データ処理に関して効率的な運用が望まれる。
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